
函館工業高等専門学校 開講年度 平成28年度 (2016年度) 授業科目 機械工学実験Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0116 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 生産システム工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 4
教科書/教材 各実験室で用意する実験マニュアルおよびテキスト
担当教員 川上 健作,本村 真治,剱地 利昭,鈴木 学
到達目標
1. 機械材料の性質と種類，強さなどの機械的性質を調べる試験方法を説明できる．
2. 炭素鋼の各種熱処理の目的と操作を説明できる．
3. 流体の速度，流量，圧力などの測定原理と測定方法を理解し説明できる．
4. エンジンの出力，トルクの計測原理と方法を理解し説明できる．
5. 各種測定法を用いて精密測定ができ，測定結果について考察し説明できる．
6. 実験・実習の心得を理解している．
7．実験の内容をレポートにまとめることができ，口頭でも説明できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
JIS規格に基づく標準試験片を用い
た引張試験，硬さ試験から材料の
強さ，硬さなどを調べることがで
きる．

JIS規格から機械材料の性質と種類
，材料の機械的性質を調べ，利用
できる．

機械材料の性質と種類，強さなど
の機械的性質を調べる試験方法を
説明できない．

評価項目2 各種熱処理を行った炭素鋼の機械
的性質を説明できる．

各種熱処理の目的，原理および処
理方法を説明できる．

炭素鋼の各種熱処理の種類を説明
できない．

評価項目3
流体測定の原理と流れの損失を理
解し流体機械の性能評価に適用で
きる．

流速，流量，圧力などの測定原理
を理解し，説明できる．

流速，流量，圧力などの測定原理
を説明できない．

評価項目4
エンジンの出力，トルクの計測原
理を理解し，他の熱機関にも適用
できる．

エンジンの出力，トルクの計測原
理を理解し，説明できる．

エンジンの出力，トルクの計測原
理を説明できない．

評価項目5
各種測定法を用いて精密測定がで
き，測定結果を機械工学の基礎知
識や技術と関連させて考察し，説
明できる．

各種測定法を用いて精密測定がで
き，測定結果について考察し説明
できる．

精密測定機器及び測定方法を用い
て測定ができない．

評価項目6 実験の目標を理解し，安全に実験
を行うことができる．

実験の心得を理解し，安全確保の
ためにすべきことがわかる．

実験の心得を理解せず，安全に実
験を行うことができない．

評価項目7
実験のデータをレポートにまとめ
，結果についての考察をまとめる
ことができる．

実験のデータをレポートにまとめ
，結果について考えることができ
る．

実験の内容をレポートにまとめる
ことができない．

学科の到達目標項目との関係
JABEE学習・教育到達目標 (A-2) JABEE学習・教育到達目標 (B-3) JABEE学習・教育到達目標 (B-4) JABEE学習・教育到達目標 (E-2)
JABEE学習・教育到達目標 (F-2) 函館高専教育目標 A 函館高専教育目標 B 函館高専教育目標 E 函館高専教育目標 F
教育方法等

概要
機械工学に関連した基本実験（材料力学実験，流体力学実験，熱力学実験，精密測定実験）を行い，得られた実験結果
を基に報告書を作成することにより，実験方法，実験結果等を理解するとともに，これまで学習した理論に基づく実験
報告書のまとめ方を習得する．実際に実験を行う際に実験方法の検討ができ，結果を報告書にまとめ，他者と討論でき
ることを到達レベルとする．

授業の進め方・方法
本実験では，４つのグループに分かれて，それぞれ材料力学実験，流体力学実験，熱力学実験，精密測定実験を1グルー
プずつ順番に行う．実験に際しては，それぞれの実験に関連する材料力学，流体力学，熱力学，機械力学，計測工学の
内容を予習または復習しておくべきです．

注意点

実際の実験に関しては以下の点に留意してください．
◎それぞれの実験の目的，実験報告書の形式，提出方法，評価基準などを十分理解して行うこと．
◎これまで学んだ講義内容と実験内容の有機的な関連に留意して実験を行うこと．
◎欠席，欠課，遅刻は絶対にしないこと．
◎実験報告書の提出期限を厳守すること．
◎安全に十分注意し，担当教員の指示に従い実験すること．

JABEE教育到達目標評価：レポート100％（A-2：20％，B-3：20％，B-4：20％，E-2：20％，F-2：20％）
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週
ガイダンス（0.5h）　
すぐに各パートで実験
材料力学実験
１）引張試験（4h，コア）

・実験の目標と，心構えがわかる．

担当：川上
・金属の引張特性およびその試験法を理解する．

2週 ２）硬さ試験（4h，コア） ・金の硬さ特性およびその試験法を理解する．

3週 ３）ひずみ測定と構造解析（4h，コア） ・ひずみゲージによるひずみ測定法とFEMによる構造
解析を理解する．

4週 流体力学実験
１）直角三角セキの流量測定試験（4h，コア）

担当：本村
・直角三角セキによる流量測定の原理と流れの損失を
理解する．

5週 ２）渦巻ポンプの性能試験（4h，コア） ・渦巻ポンプの原理と性能評価方法を理解する．
6週 ３）円柱の抗力測定試験（4h，コア） ・円柱に作用する抗力の測定原理を理解する．

7週 追実験，実験報告書の指導（4h，コア） ・実験の内容をレポートにまとめることができる．ま
た，不足がある場合は追実験を行う．

8週 熱力学実験
１）潤滑油の粘度測定（4h，コア）

担当：剱地
・潤滑油の粘度測定を理解し，基礎知識と技術を身に
つける．



2ndQ

9週 ２）蒸留試験（4h，コア） ・燃料の揮発性試験を理解し，基礎知識と技術を身に
つける．

10週 ３）スターリングエンジンの性能試験（4h，コア） ・スターリングエンジンの性能試験を通して，熱機関
の基礎知識と計測技術を身につける．

11週
精密測定実験室
１）工具顕微鏡を用いた平歯車形状パラメータの測定
（4h，コア）

担当：鈴木
・工具顕微鏡を用いて平歯車形状パラメータの測定を
通して計測工学に関する基礎知識と技術を習得する．

12週 ２）片持ち梁の振動モード測定（4h，コア） ・微小変位測定を用いた非定常測定を通して計測工学
に関する基礎知識と技術を習得する．

13週 ３）３次元測定器を用いる長さ測定（4h，コア） ・自由曲面精密測定を通して計測工学に関する基礎知
識と技術を習得する．

14週 追実験，実験報告書の指導（4h，コア） ・実験の内容をレポートにまとめることができる．ま
た，不足がある場合は追実験を行う．

15週 追実験，実験報告書の指導（4h，コア） ・実験の内容をレポートにまとめることができる．ま
た，不足がある場合は追実験を行う．

16週 学年末試験無し
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力

分野別の専
門工学 機械系分野 材料

機械材料に求められる性質を説明できる。 4 前1,前2,前
3

金属材料、非金属材料、複合材料、機能性材料の性質と用途を説
明できる。 3 前1,前2,前

3
引張試験の方法を理解し、応力-ひずみ線図を説明できる。 4 前1
硬さの表し方および硬さ試験の原理を説明できる。 4 前2
焼きなましの目的と操作を説明できる。 4 前1,前2
焼きならしの目的と操作を説明できる。 4 前1,前2
焼入れの目的と操作を説明できる。 4 前1,前2
焼戻しの目的と操作を説明できる。 4 前1,前2

分野別の工
学実験・実
習能力

機械系分野
【実験・実
習能力】

機械系【実
験実習】

実験・実習の目標と心構えを理解し、実践できる。 4

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15

災害防止と安全確保のためにすべきことを理解し、実践できる。 4

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15

レポートの作成の仕方を理解し、実践できる。 4

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15

加工学実験、機械力学実験、材料学実験、材料力学実験、熱力学
実験、流体力学実験、制御工学実験などを行い、実験の準備、実
験装置の操作、実験結果の整理と考察ができる。

4

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15

実験の内容をレポートにまとめることができ、口頭でも説明でき
る。 4

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 100 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


